
 
令和７年度以降の地下資源活用に関する検討の進め方について 

 
 
１．経緯 
 平成 27 年以降、羅臼町地下資源活用に関する地域協議会を設置し、地下資源
（地熱や温泉熱）の有効活用について検討を進めてきた。 
 令和６年に新たに羅臼町ゼロカーボン推進協議会を設置し、ゼロカーボンシ
ティの推進等について協議してきているが、羅臼町におけるゼロカーボンシテ
ィの達成のためには、地下資源の有効活用が重要であることが明らかとなって
いる。 
 
２．令和７年度以降の対応 
 地下資源の関係者にも羅臼町ゼロカーボン推進協議会に参画いただき、同推
進協議会にて地下資源の有効活用も含めて一体的に議論する。 
 
３．羅臼町ゼロカーボン推進協議会の構成員等 

【構成員】 
栄町町内会、羅臼第一ホテル、ホテル峰の湯、らうす餐荘を追加する。 

 
【アドバイザー及びオブザーバー】 

議題に応じて、北地温リサーチ、（株）ドリリング計測、（独法）エネルギ
ー・金属鉱物資源機構、北海道経済産業局、羅臼町郷土資料館等に参画いた
だく。 

  

資料２-２ 



＜参考＞羅臼町地下資源活用に関する地域協議会構成員 

【委員】 

（１）地元関係者 

所属 役職 氏名 備考 

羅臼町 町⾧ 湊 屋   稔  

羅臼漁業協同組合 代表理事組合⾧ 萬 屋 昭 洋  

羅臼町商工会 会⾧ 小 川 雅 勝  

一般社団法人 知床羅臼町観光協会 会⾧ 大 野 貴 史  

栄町町内会 会⾧ 濱 屋 修 司  

羅臼第一ホテル 代表取締役 中 川 正 裕  

ホテル峰の湯 代表取締役 大 野 貴 史  

（２）有識者 

所属 役職 氏名 備考 

公益財団法人 知床財団 羅臼地区統括参事 福 田 一 輝  

羅臼町郷土資料館 学芸員 天 方 博 章  

北地温リサーチ 代表 髙 橋 徹 哉  

株式会社 ドリリング計測 代表取締役 宮 田   厚  

 

【アドバイザー】 

組織 備考 

独立行政法人 北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所  

【オブザーバー】 

組織 備考 

経済産業省 北海道経済産業局 資源エネルギー環境部  

林野庁 北海道森林管理局 根釧東部森林管理署  

環境省 北海道地方環境事務所 地域脱炭素創生室 

釧路自然環境事務所 羅臼自然保護官事務所 

 

北海道 経済部 ゼロカーボン推進局 

    根室振興局 保健環境部 

 

大地みらい信用金庫 羅臼支店  

北海道電力株式会社  

 

【事務局】 

羅臼町  企画財政課、産業創生課、建設水道課、町民環境課 


